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はじめに

　腐らん病は子のう菌の１種、Valsa ceratospermaに
よって起こる枝幹病害で、りんご栽培の中で最も防除

の難しい病害の一つである。発生の歴史は古く、明治

末期から大正時代に大発生し、廃園が続出した。その

後、昭和初期にはほとんど被害を見ないまでに終息し

たが、30年代後半から再び増加に転じ40年代から50年

代当初にかけて各地で激甚な被害を与え、再び大きな

問題となった。長野県では昭和46年に「リンゴ腐らん

病撲滅特別対策推進要領」を定め、さらに48年には「リ

ンゴ腐らん病蔓延防止条例準則」を制定して徹底した

防除対策を講じた。その結果、発生面積率は昭和49年

の40％をピークに次第に減少し、昭和58年には6.9％

まで減少した。その後は小康状態が続いたが、平成６

年夏季の猛烈な高温干ばつによる樹体の抵抗力低下に

より、翌７年には発生面積が著しく拡大した。近年は

栽培者の高齢化、兼業化が進み、細やかな防除対応や

地域ぐるみの共同防除体制が取りにくい状況にあり、

腐らん病の発生は依然として増加傾向が続いている

（図１）。

発生の特徴

　本病は傷痍寄生菌で、侵入門戸は、せん定痕，果台，

粗皮などの傷口である。果台（前年の採果痕や摘果痕）

が侵入門戸となって枝梢を枯らす枝腐らん（写真１）

図１．長野県におけるリンゴ腐らん病の発生推移
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と、大枝に接する切り口や粗皮から感染して主幹、主

枝を侵す胴腐らん（写真２）に分けて呼ばれる。実際に

経済損失が大きいのは胴腐らんであるが、枝腐らんも

放置すれば周囲への伝染源になるとともに、胴腐らん

に進展する。

　伝染は柄胞子と子のう胞子で起こるが、量的に多い

柄胞子が重要な役割を果たしている。柄胞子は病斑上

の柄子殻で形成され、降雨とともに噴出、飛散する。

柄胞子の飛散は周年みられ、特に寒候期の11月ころか

ら翌年の６月ころまで盛んに飛散し、冬期の降雨や融

雪水などでも多量に噴出するのが特徴である（図２）。

飛散した柄胞子は侵入門戸でいったん増殖して定着

し、菌糸体として侵入するが、傷口が治癒すると感染

できない。冬期に多量に発生するせん定痕は、この時

期が低温でカルス形成が誘導されにくいことから感染

を受けやすく（図３）、逆に樹体活動が旺盛な生育期間

中は傷痍木栓組織が速やかに形成されて菌の感染が阻

止される。

　腐らん病の潜伏期間は数ヶ月から１年以上におよ

ぶ。発病は３月から６月ころ多く見られ、特に４，５

月に集中する。従ってこの時期に重点的に点検すると

発見が容易である（写真３）。

写真１　採果痕から発病した枝腐らん

写真２　主幹に発生した胴腐らんの末期症状 写真３　せん定痕から発生した初期病斑
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防除対策

　病原菌は周年にわたり飛散しており、しかも樹体内

部の病害であるので薬剤散布だけで高い防除効果を期

待することは出来ない。したがって、園内の病原菌密

度の低下を図るための病患部除去、侵入門戸となる傷

口の保護、予防のための薬剤散布、適正樹勢を維持す

る栽培管理など総合的な対策を実施する必要がある。

腐らん病は感染から発病まで長期間を要するため、短

期間の対策では効果は上がらない。根気よく執拗に地

道な防除努力を続けることが求められる。このことを

まず認識して対策を推進する必要がある。

（1）伝染源対策の徹底

　腐らん病の柄胞子は予想以上に広範囲に飛散する。

図２．月別の柄胞子飛散消長（昭和47～48年）（３病斑を継続調査）

図３．腐らん病菌の接種時期と発病（昭和47～48年）（樹皮への病組織の埋め込み接種による）




